
 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

１．取組みのきっかけ 

  二見臨海工業団地（以下、工業団地）では、

通勤に使用されるマイカーが約 5000台/日出

入りするため、周辺地域では交通渋滞や交通

安全、環境負荷に係る問題、工業団地内では

道路や港湾敷地等に多くの違法駐車が発生す

るなど様々な影響を与えていました。 

  一方、工業団地と最寄りの山電西二見駅を

主に結ぶ山陽バス二見線（以下、二見線）は

年々利用者が減少傾向にあり、路線維持して

いく為には利用促進が必要となっていました。 

  また、平成 21年度に工業団地の一部企業に

対してモビリティ・マネジメントの一環で実

施したアンケートの結果から、バスの利便性

向上を望む意見も多くありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．取組みの内容 

  マイカーからバス通勤への転換を促すため

に、二見臨海工業団地企業連絡協議会（以下、

協議会）、山陽バス、明石市の３者で「エコ通

勤を進める会」を発足し、路線バス増便社会

実験を平成 23年 4月 1日から 6カ月間実施し

ました。社会実験では、説明会やセミナーな

どを通じた工業団地の交通課題の周知やマイ

カーから公共交通への転換を促す「エコ通勤」

の啓発のほか、二見線全便の JR土山駅への起

点延伸や夜間便の増便による利便性の向上を

図るとともに、バスカードの割引などの特典

付与による利用促進策を展開しました。 

 さらに、工業団地内の違法駐車への対処と

して、市と兵庫県が連携して港湾敷地等の公

共敷地を封鎖するとともに、市と協議会で駐

車のマナーアップを啓発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

受賞者≪明石市≫ 

＜官民一体となった公共交通利用促進による環境負荷低減＞ 
・行政が主体となり、バス事業者と企業が連携し、工業団地の従業員の通勤手段をマイカーから

バスへ転換する取組みを行い環境負荷の低減を推進している。 

・エコ通勤の推進組織を発足させ、路線バス増便社会実験、違法駐車対策等を行った結果、社会

実験前と比較して、バスの利用者が約 161 人/日（+60.0%）増加、マイカーからの転換による

CO2 排出量を年間約 51.4 トン削減した。また、社会実験終了後も継続的にエコ通勤の啓発を

行った結果、平成 25年 6月では、利用者が約 204人（+76.4%）まで増加している。 

図―二見線の利用状況 図―二見線路線図 

図―工業団地周辺の交通状況 

図―違法駐車状況 

二見臨海工業団地 
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図―周知活動の一例（かわら版、チラシ、説明会） 
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          泉  房 穂 

 

〒673-8686 

兵庫県明石市中崎 1丁目 5番 1号  

電話 078-912-1111（大代表） 

URL http://www.city.akashi.lg.jp/ 

 

明石市の概要 

（平成 25年 7月 1日推計） 

人 口 290,819人 

世帯数 119,503世帯 

面 積 49.25㎢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．取組みの成果 

  二見線の平日 1日当たりの利用者が社

会実験前の3月には267.5人/日でしたが、

社会実験最終月の9月には428.1人/日と

1.6倍に増加しました。これに伴い JR土

山駅の利用者が約 80人/日、山電西二見

駅でも 70人/日増加する結果となり、公

共交通全体の利用者増にも繋がりました。 

また、島内の違法駐車についても大幅

な改善が見られました。 

 

 

 

 

 

 

４．社会実験後の取組み 

  社会実験中の乗降調査結果を踏まえ

10月以降も全便 JR土山駅発着を維持し、

エコ通勤の啓発も継続した結果、１年後

の平成 24年 7月には 500人/日を突破し

ました。また、利用者増に合わせて、バ

スの大型化や工業団地内にバスカードの

販売拠点を設けて利便性の向上を図るな

ど、継続的な利用促進に取組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

                         市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石市総合交通計画 

 

[平成 24 年度改定版] 

 
◆5 つの基本戦略 

 

図―二見線の日平均利用者数（平日） 

 

:社会実験期間中 
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図―違法駐車台数 

 
社会実験開始 駐車場閉鎖 

 

港湾敷地閉鎖 

 
社会実験終了 

(平成 23 年) 
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